














































が亡くなった 2012年の 1月に 1000号に逮した。





























































































































































































































































「本の街 ・神保町で考える」の第 3回「神保町と近代出版 100年」に連動
して、 元気にする会と図書館の共催で 2013年 10月に展示会が開催された。
展示は野上暁さん と中央図書館ギャラリー企画IWGで企画・運営され、
岩波書屈、 三省堂、集英社、小学館、中央経済社、東京堂、日本文芸社、
二見書房、平凡社、八木書庖、有斐閣、理論社から出展していただいた。
その挨拶文から引用する。
明治大学は、 1881年に有楽町で孜々の声を上げ、 1886年に駿河台に移りました。
1881年は奇しくも三省堂書戚創業の年です。駿河台での明治大学の歴史は、まさ
に本の街と共にあったといっても過言ではないでしょう。
明治大学リバテイアカデミーでは、2011年より本の街・神保町を元気にする会(会
長:三.省堂書!;!'i代表取締役社長F白井忠雌氏)と共催で公開講座「本の街 ・神保町で
考える」を開講して参りましたが、本年度は岩波書庄が 100周年を迎えることもあ
?
?
り、 1877年創業の有斐閣をはじめ神保町とその周辺の出版社や書庖などが日本の
近代出版に果たしてきた役割lや歴史を振り返るべく「神保町と近代出版 100年」を
テー マといたしました。
本展示は、本の街・神保町を元気にする会と明治大学中央図書館の共同企画によ
り、同講座に併せて開催するものです。関係出版社・書践の来歴や特色をパネルで
紹介するとともに、各社の貴重な初版本や雑誌創刊号などのメモリアル的出版物を
多数展示しました。本の街・神保町が形成する「近代出版史」の一端をご覧いただ
ければ幸いです。
展示会の開催は、一連の本の街との連携事業においてエポックであった
と感じている。ご協力いただいた各社及び明大図書館、伊能秀明中央図書
館事務長、鈴木秀子さんをはじめ中央図書館ギャラリー企画WGの皆さん
に感謝申し上げる次第である。
5 おわりに
本の街と大学の連携について、私が直接に関わったリパティアカデミ一
公開講座を中心に報告してきた。勿論これ以外にも大学としての取り組み
は数多くある。
昨年で23回を数えた本の街の秋の恒例行事「神保町ブックフェスティパ
lレ」では、明大応援団吹奏楽部の演奏で、町内パレードが行われ、時に学長
が先頭に立って行進している。
2013年 3月に明大出版会が学生の読書の勧めに制作したO"MEIDAI
BOOK NAVI 2013Jlは、元気にする会を通じての宣伝と、三省堂書屈の全
国各支店への配付、及び、同書で紹介した図書を一堂に展示販売する特設
コーナーを同庖神保町本屈に設置(同年5-6月)していただいた。
2013年 11月22-23日には、リパティアカデミーのオープン講座として、
岩波書底と共催の「知の現在と未来」がアカデミーホールで開催された。
これは岩波書店がこの年、全国各地で開催してきた 100周年記念講演会の
捧尾を飾るものであった。当初、元気にする会と三者の共催で「本の街・
神保町で考える」の中に繰り込むことも検討されたが、規模の大きさなど
もあり独立して行うことになったものである。
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大学における地域連携は社会貢献の意味合いを強く持つものであるとし
ても、大学側が一方的に展開するのではなく、共助、共存の関係を保つこ
とが大切で、あると思う。本の街と明大双方が時宜に応じ、また将来を見据
えて様々な形の連携活動を提起し合い、継続していってほしいと願ってい
る。
公開講座の開催に当たっては、多くの方の協力をいただいている。文中に記したほ
かに、本の衝では森雅夫(三省堂書盾願問)、佐藤善孝(昭和図書顧問)、原本茂(小
学館ゼネラルマネージャー)、北畠元一(集英社社長室部長代理)、小松代和夫(岩波
書j苫取締役)、樽見博(日本古書通信社)、明大では高山幸子(元事業課)、浮塚利夫(学
術・社会連携部長)、菊池亮一(図書館総務事務長)ほかの皆さん。元気にする会で
柴田事務局長の右腕として奔走される三好由珠(三省堂書庖)さんなくして講座の運
営は成り立たないことは特筆しておきたい。御名前を記せなかった方々には失礼をご
寛恕願うとともに、今後一層のお力添えをお願いする次第である。
元気にする会理事で、「本の街・神保町で考える」第 1回講師の鷲尾賢也さんが、
2014年2月10日に 69歳で急逝されました。心から御冥福をお祈りします。
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